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他者への働きかけの視点からみた白閉スペクトラム症児に

対する動作法の効果

瀬戸山悠九州大学大学院人間環境学研究院／遠矢浩一九州大学大学院人間環境学研究院

要約

本稿では，他者とのやりとりに苦手さを持つトレーニーに対する心理リハビリテイションキャンプにおけ

る動作法の適用が他者への働きかけに及ぼした影響について検討した。トレーニーは 知的発達に遅れを有

し対人緊張が強いといった特徴を持っており，他者からの働きかけに強い拒否的態度を示していたが，動

作課題のなかでトレーナーに対してトレーニーへの反応を何度も繰り返し要求するかのような様子が見られ

るようになるなど他者に対する働きかけの変容がみられた。

このことについて，関わりの核となる課題を探るなかで，パターン的なやりとりが成立し始め，セッショ

ンの見通しを持ち始めたのではないかと推察された。そうした関わりのなかで，“場の共有”から“動きの共有”

を経て，“情動の共有”へ至り， トレーナーに任せられることへとつながったと考えられた。

キーワード：心理リハビリテイションキャンプ 自閉スペクトラム症，やりとり

I. 問題・目的

動作法は，脳’性マヒで、動かなかった手や腕が催

眠暗示で動いたという報告（小林， 1966）をきっ

かけに，筋電図を用いた科学的検証を経て，脳性

マヒによる肢体不自由の改善を目的とした心理臨

床実践を行い始めたことがその発端となっている。

この動作法は，身体の動きを媒介にして心に働

きかけることから，適用の対象は知的障害児，自

閉スペクトラム症児，統合失調症患者，神経症者，

心身症者，高齢者，健常児やスポーツ選手などに

拡大されてきた（成瀬， 1995）。

適用の対象が多岐にわたるなかで，動作法の効

果として，個人の気持ち，動作，感情といった様々

な側面についての自己コントロールが挙げられて

きた（針塚， 1994）。とりわけ自閉スペクトラム

症児への支援については，落ち着いて物事に取り

組めるようになる 他者とのやりとりが成立する

といった効果が報告され，自己コントロールや他

者とのやりとりの変化の 2つが主な効果として報

告されてきた（藤田， 2000）。

動作法は肢体不自由の改善を目的とした実践が

発端となっているが，肢体不自由を主訴としない

対象者に対しては，動作そのものの改善が主なね

らいではないといえる。この点について森崎

(2002）は，「子どもに働きかけていくための媒介

として動作課題が用いられることとなり，自閉ス

ペクトラム症児や知的障害児における行動特性の

変容がそのねらいとなる」と述べている。とりわ

け，自閉的な子どもを対象とした動作法の実践報

告においては，多動的な傾向が落ち着いたという

報告が多くなされている。

森崎（2002）が，「落ち着く「ゆったりとした

感覚」と「自己調整」感の獲得がその背景にあり，

動作法を適用する際の重要なポイントである」と

述べているように，身体を介したやりとりの中で，

援助者に子どもがゆったりと身を任せられるよう

になり，「落ち着いた感じJを体験することにな

ることが一つのポイントであると考えられる。ま

た，身体を介して，子どもが行動全体をゆっくり

と自己調整する体験を重ねることがもう一つのポ

イントであると考えられる。こうしたプロセスが

自閉スペクトラム症児との動作課題の実施におい
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て介在していると考えられてきた。

また，清水・小田辺001）は頻繁にパニックを

こす自閉症生徒に対し動作法を適用し，パニッ

クの減少に及ぼす動作法の効果について検討して

動作法によるリラクセーション

て，家庭及び，学校場詣でのパ

ニックの頻度が顕著に減少してきたことが報告さ

れている口動作法において意彊的に力を抜く努力

ができるようになってきたこと，心身の十分なリ

ラックス体験ができたこと，指導者と

わりがi突い共宥・共感体験となったことが，

る自己コントロ…jレを高める要留に

なったことによるものと考察された。これらのこ

とから動作法は，パニックを頼発している事例に

対する，自己コントロールを高めるための有効ごと

援助法になちうるものと考えられる。

ここまで挙げてきたように，動作法における関

わりを通して，自閉スペクトラム症克が援助者と

わり，自己をコントローんし

にあわせて関わることができるようになることが

される。

しかし，自間スペクトラム症児の他者との関わ

りの特撮として，重度の場合，他者からの欝きか

けに対する反応、が乏しくなりがちであるといえる。

また，自発的に他者に対して詮援したり，働きか

れる。このことには｛患者に対する

ることが関保していると撤測される。

－高矯（2005）によると，自

と関与者の相互的対人行動について

ると兎から関菩者に対し

ての｜接触行動Jや「受容行動Jが多くなること

が明らかにされているむまた，石倉ら（2005）は，

児に対して様々ごと畿きかけを行い，関与者から関

わりの手設を積権的に探っていること，鬼がi欝き

かけてくる遊びには積秘的に乗っていくこと，

からの鵠きかけには受~的に；；ち答していくことを

自閉スベクトラ る関わりの

特撮として示している。この研究からは，関与者

の子どもに対する働きかけによって，子どもから

関与者に対しての働きかけがよ与行われやすくな

ることが考えられる。

本稿では心理ワハぜワテイションキャン

いて他者とのやちとりに苦手さを持つトレ…｝ー

してトレーナーが行った関わりとそれに対す

るトレーニーの反応、について検討し動持法にお

ける関わりが他者への鵠きかけに及ぼした影響に

つい ることとするむ

II. 事棋の概嬰

トレーニー（以下， Tee.）：中 1男児（12裁，肢

体不昌吉特別支援学校中学部 1年〉

：脳原性機能障警告送註マヒ） (1歳6か

月時），連動機能障害（X樽 1年〉，アトピ

炎

家族構成：

発達歴：

王窃関にて

(53），母親（53），本人

在胎中に心拾が低下し急逮帝

出生時体重2874go

仮死状態であったため，すぐにNICUへ入院し，

2週間保育器に入っ

身体的な状惑としては， l議 6か月

ヒと診断されたものの麻庫や脱臼等は認め

られず＼てんかん発作も見られなかったむ

している薬物もなかった。運動発達の遅れ

が認められており，歩行は 5歳10か月時であった。

加えて言語発述についても遅れが認められていた。

母親からの開き取ちによると，キャンブ初日時点

での発語は， fイヤJfいらん」の 2諾のみで為る

とのことであった。指さし行動も認めちれないと

のことであった。

知的発達状況については 正確な知龍指数は不

明であるが療育手鞍（A）を車得している。

X-1年まで辻身体産害者手帳2級を持ってい

たとのことであった。

訓練歴： A器（ボイタ法） ( 2歳～ 3議｝にて主

に器つ這いの練溜を行っていた。 3鶏践は歳半
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から。現在は 1/mの健診のみ）にてボパース法

を主とする理学療法作業療法を行っていた。現

在は，月に 1回動作法による訓練を居住地である

C県にて行っている。

主訴：母親より「じっとできるようになってほし

い」と語られた。インテーク時には，今回のキャ

ンプでは初めて母親と Tee.の2人で外泊であり，

「いつもは父親と 3人なので不安」であるという

ことが母親から語られた。

期間および形態：期間はX年3月28日～’ 4月2

日の 5泊6日で日本リハビリテイション心理学会

の認定キャンプとして行われた。動作法のセッ

ションは 1セッション50分間，合計15セッション

を筆者（日本リハビリテイション心理学会認定

スーパーバイザー有資格者）がトレーナーを担当

した。

III. 事例の経過

1日目（X/03/28)

インテーク時の様子

触れられることを嫌がりスーパーパイザー（以

下， SV), トレーナー（以下， Ter.)が体に触れ

ると体をひねって逃げる様子が見られた。声を出

して嫌がるようなことは認められなかった。 Tee.

からTer.に体を近づけるようにして寄って来る

こともあったが， Ter.がTee.の体に触れようと

すると体をひねって逃げるという様子が頻回に見

られた。

集団療法の時間には，おやつの歌を歌っている

と突然泣き出し母親をひっかいたり，母親の腕を

噛んだりする様子や 周りにいる他のTee.を蹴

るなどの様子が見られた。 Ter.はその場に居続け

ることがTee.にとって不快な情動を喚起するの

ではないかと考え 一緒に訓練室から出ていった。

訓練室そばのロビーにてソファに座って静かに過

ごしていると少しずつ落ち着きを取り戻していっ

たものの訓練室に再度入室しようとすると泣き出

す様子が見られたため 入口から少し離れたとこ

ろで集団療法の様子を見るにとどめた。その際は

落ち着いて過ごすことができていた。この出来事

について母親は『この子の暴れるところを初めて

見た。おとなしい子だと思っていたからび、っくり』

と涙を流しながら語った。

姿勢の特徴

座位姿勢：背中に力が入りにくい様子が見られた。

また，骨盤が起きにくい様子であった。上体は安

定しづらくふらふらと揺れていた。

立位姿勢：足裏の外側で床を踏み，腰がヲ｜けて出っ

尻の状態であった。脚は外旋し，姿勢は安定しな

かった。膝は反張している様子が見られた。

歩行：脚が外旋し 膝が反張した状態で，股関節

を屈曲させ，ふらふらと安定しない様子であった。

見立てと方針

他機関における医学的診断としては脳性麻療，

運動機能障害とされているものの強い筋緊張の充

進や四肢麻庫，不随意運動は認められなかった。

しかし運動発達の遅れが認められていたことや

インテーク時の歩行が不安定であった様子から低

緊張による運動不安定性を有するものと推察され

た。

さらに，本児のインテーク時の状況からは新奇

場面に対する強い緊張他者との関わりの困難さ

が見受けられた。また，身体に触れられることを

極端に嫌がる様子からは感覚の過敏性が疑われた。

以上の状況を踏まえ 心理リハビリテイション

という枠組みの中で，身体を介したやりとりを通

して， Ter.にTee.がゆったりと身を任せられる

ようになり，「落ち着いた感じJを体験することで，

行動を自己調整することを目指すこととした。

# 1：インテーク時の様子より Tee.は他者の手

で触れられることを嫌がっているのではないかと

推察した。 Ter.はsvと相談し お互いの足裏を

合わせることからTee.に触れることを始めていっ
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た。そうしたところTee.が触れられることに対

して抵抗する様子が減ったように感じられ，脚の

押し合いなどを行うことができた。 Ter.が脚を伸

ばすと Tee.は脚を曲げ Ter.が脚を曲げると

Tee.が伸ばすといった様子が見られた。このよ

うにTer.の要求にTee.が応じた際にはTer.は

Tee.の目を見ながら〈上手！タッチ〉と言いな

がら，タッチを求めた。 Tee.はTer.に注目しタッ

チに応じる様子が認められはじめ， Ter.はTee.

と目が合うようになってきたと感じた。タッチの

やりとりを繰り返していると，目が合った時に

Tee.が顔を前に出してくる感じがあったので，

Ter.も顔を前に出すとおでこ同士をつける様子が

見られた。その後 Ter.に向かつて手を差し出し

てくるので、Ter.が食べるふりをするとにこっと

笑顔を見せた。この行動をTer.が模倣し， Tee.

に対して手を出すと顔をそむけて断るような感じ

だったためTer.が〈悲しいよ〉と言って泣くふ

りをすると，笑顔を見せた。こうしたやりとりは

Ter.の働きかけにTee.が応じたときに繰り返さ

れた。 Ter.はTee.の動きに言葉を付与するよう

に意識しくおでこぴたっ〉くおいしい〉〈もぐもくづ

くどうぞ〉くありがとう〉のことばの随伴によって，

Tee.の笑顔が見えてきた。

セッション終了後触れられることを嫌がるこ

とについて母親に尋ねたところ，「小学校の時に

ず、っとスクールパスのなかで使い古された犬の首

輪で足をつながれていた。動物アレルギーやアト

ピーがあるのでつらかったと思うが，気づけな

かった。その時から嫌がるようになったのかも。J
とj戻なカ宝らに語－った。

生活場面での様子：家庭では食事はいつも一人

でしているが，母親が食べさせないと食べないと

いう様子があった。普段と違う様子に母親も戸

惑っているようであった。

2日目（X/03/29)

#2～ ＃  4 : # 1で取り組んだようにお互いの

足裏を合わせることから関わりを始めた。 Ter.が

足を押し出すと押し返してくるような動きが頻回

に見られた。目を合わせてタッチをして，その後

出された手を食べるようなそぶりを見せ， Ter.が

差し出した手を断るようなそぶりをTee.が見せ

Ter.が泣くふりをする という一連のやりとりを

セッションの中で繰り返し行った。その後， Ter.

はTee.から手を出されたときにはくありがとう〉，

Ter.が手を出すときにはくどうぞ〉と Tee.の顔

を見て必ず言うようにした。そうすることでより

やりとりが促進されるのではないかと考えた。そ

うしたやりとりを進めていくうちにお互いの足を

合わせている時にTer.が足を震わせ，目が合っ

た時に動きを止めるという働きかけを試すと足が

止まったときにTer.の顔を見るような仕草が増

えてきた。

Ter.はやりとりが成立し始めた感じを持ちTee.

に対して仰臥位になるよう働きかけたが，体をひ

ねって嫌がる様子が見られたため，足裏を合わせ

ていくことに戻ることとした。仰臥位を急、に取り

入れるのではなく Tee.の笑顔が出たようなとき

に手先に指で触れ，少しずつ手を握り Tee.と

Ter.との聞の距離を少しずつ縮めていくよう意識

した。少しずつ近づいていき後ろに行くことを伝

え，後ろからTer.に体を任せてもらうように働

きかけ，仰臥位を促すと，臥位姿勢を取ることが

できた。 Ter.は， Tee.が臥位姿勢をとることが

できたことを＜上手だ、ね！丸！＞と Tee.に対し

て肯定的にフィードバックした。

仰臥位では腕上げを試みたが， Ter.がTee.の

腕を支持し，まっすぐの状態を保って行おうとす

ると嫌がって腕に力を入れる様子が見られた。そ

のため腕を伸ばして上げていくということにこだ

わらず，腕を曲げた状態から伸ばすという動きを

行ってみたところTee.が少し応じる様子があっ

た。 Ter.は腕を伸ばすという動きの方向を伝える

為に， Tee.の腕を持ち誘導することで動かし方

をTee.に｛云えるようリハーサルを行二った。そのf麦，
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Tee.が自分で動かす動きが出てくるのを待つよ

うな関わりを意識した。 Tee.は少しずつ仰臥位

の状態で腕を天井に突き上げるような動きを示し

たため， Ter.はうまくできたことに焦点化して〈上

手〉くそうそう〉の声掛けを行うようにしその

際タッチをして，手を食べるようなそぶりをする

という一連のやりとりを行った。

こうしたやりとりの中で、Ter.の働きかけに笑

顔で応じる様子が見られ始めたものの，短時間で

相互的なやりとりは途切れ注意が散漫になり

Ter.に対して関心を向け続けることが困難であっ

た。

#4にはTee.から Ter.の膝の上に寝転ぶことが

あった。

svからは腕上げ課題の中では，「Tee.が自分の

からだの動きに注意を向けられるように」という

ことと，「Tee.が一緒に課題をしている Ter.に注

意を向け， Ter.の働きかけに応じる」ことをねら

いとして課題をすすめるようにと助言を受けた。

また，「腕上げ課題には応じている様子が見られ

るため，中核的な課題にしながらも少しずつ動き

のバリエーションを増やしていくことが必要であ

る」との助言を受けた。

生活場面での様子：食事時，歌の時やTer.が

席を外した時に，器をひっくり返すなどの様子が

見られた。

3日目～ 4日目（X/03/30～XI3 /31) # 5～＃10 

Ter.から「ゴロンして」と声掛けをすると Tee.

自ら仰向けになって寝転がる様子が見られた。

Ter.は少し驚き，やや大げさにく上手だね！すご

い＞と伝えると， Tee.に笑顔が見られた。前日

までと比べてTeeがTer.に身を任せてくる感じ

を強く感じた。腕上げ課題を試みると腕を伸ばし

た状態で上げていくことに拒否的な態度を示さず，

Ter.が腕を支持し，上げていく動きについてくる

ような感じであった。少しずつ自発的な動きが出

てくる様子も見られた。

Ter.はTee.の体に力が入っているような感じ

を受けていたため，力を抜いていくような課題が

できないかを考えた結果，躯幹のひねり課題を提

案した。その際， Tee.のペースにあわせて少し

ずつ課題を伝えていくよう心がけた。仰臥位の状

態、から側臥位になるよう促し，少しでも横向きに

寝転んでいられたらよいものとした。横向きの状

態からは起き上がろうとするので無理に側臥位を

とらせるようなことはしないものの起き上がろう

としたときに軽く腰の辺りを止めるなどTee.の

ペースを見ながら少しずつこの時間を伸ばして

いった。

側臥位の状態になり躯幹のひねり課題を導入す

ると極端に嫌がることはなかったが緊張は強く動

きにくかった。体を丸めていくような緊張が入り

やすいため， Ter.に身を任せて体を伸ばしていけ

ないかと考え，坐位での背反らせ課題も導入した。

坐位姿勢ではTee.は長坐を好んでいるようで

あった。背そらせ課題は拒否的態度が強く体をひ

ねらせて拒否するためその後の導入についてはこ

の時点では見合わせることとした。

#8からは臥位でのリラクセーション課題に加

え，インテーク時の歩行の様子から見られたTee.

の立位姿勢での不安定さを扱うため，立位課題お

よび歩行課題を導入した。 Tee.の歩行の特徴と

して，内反足の傾向が見られ十分に足裏で踏みし

めることカ宝できていないようであった。また， I奈

を曲げずにベタペタ歩くような特徴が認められた。

立位課題の援助として，後ろからTer.がTee.の

腰を援助し，〈お尻ふりふり〉と言いながら，左

右に動かし左右どちらの足においても足裏の内

側でも地面を踏めるように援助した。重心移動の

課題を行うと踏みしめることが困難で不安定にな

るようで座ろうとする様子が見られた。

生活場面での様子：会食企画では，そわそわし

落ち着かない様子であったが，自分で食事をする

ことができていた。後半は落ち着かなくなってき

たが，器をひっくり返したり大きな声を出したり
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することなく Ter.と2人で静かに退室した。

3日目の集団療法（外出）では，楽しそうにシャ

ボン玉をする様子が見られた。また，お楽しみ会

では，最後まで参加することができ，班での出し

物にも参加した。母親は『ざわざわしてたり暗い

ところで過ごせたのは初めてでび、っくりJと語っ

た。

5日目～ 6日目（X/04/01～X/04/02)#11～＃15 

Ter.からくゴロンして＞と指示すると抵抗なく

臥位姿勢をとる。躯幹のひねり課題の導入もス

ムーズになり少しずつ課題に取り組む時間も長く

なっていった。セッションの最初は力が抜けにく

く動きにくい様子を見せ，起き上がろうとするが，

課題に取り組んでいくと少しずつ緊張が弛んでい

き，過度に緊張している様子が減ってきているよ

うであった。

初日から続けている Ter.とTee.がタッチをす

るというやりとりを行う際 Tee.は無言で行っ

ていたが＃14では声を出して行う様子が認められ

た。それは明確ではないもののTer.が言い続け

てきた「どうぞ」と「ありがとう」に聞こえられ

た。これはキャンプ中に見られた初めての発語で

あった。最終日には自ら仰臥位の姿勢を取り，

Ter.に対して腕上げ課題を行うことを要求してい

るようにも受け取れた。

N. 考察

本事例の経過から，動作法の場面で， Tee.が

Ter.の働きかけに応じるだけでなく， Tee.から

Ter.に対しての自発的な働きかけが行われるよう

になったと考えられた。具体的には，当初はTer.

からの働きかけに強い拒否的な態度による抵抗を

示していたTee.が，動作法における課題のなか

でTer.に対して手を差し出してそれに対する反

応を求めるようなやりとりを何度も繰り返し要求

するかのような様子が見られたことや，最終日に

はキャンプ中繰り返し取り組んだ課題を行うよう

自ら姿勢をとった様子などが当てはまるのではな

いかと考える。

自閉症者に対する動作法の効果は，これまで，

自体を自己が動かすという自己活動の観点から考

察されてきた（今野， 1990）。しかしながら，自

閉症者の行動変容は多動的な傾向が落ち着くなど

行動をコントロールすることだけでなく，他者へ

の注視回数や注視時間が増えたり（盛武・井村，

2003），他者に主体的に関わっていくようになる

（岩切・山中， 2010）など，他者への向き合い方に

も変化が生じるものであると考えられる。

こうした他者への働きかけについて，自閉的な

子どもは， しばしば他者の存在を認識する力が希

薄で，他者と注意を共有することが難しいという

問題がその中核にあるものとされる。しかし動

作法においては，身体を直接媒介し，援助者とや

りとりすることで，他者の存在を自分との関係の

中で体感し他者と関わる実感（他者認知）を育

むことが言語発達などを含めたその後の発達の基

盤となっているものと考えられる（森崎， 2009）。

本事例においても動作法を通して行われたやりと

りが，本児の他者に対する働きかけに影響を及ぼ

したのではないかと推察される。

成瀬（1985）は，動作法では，他者からの働き

かけは子どものからだに具体的に行われるために

無視しにくく，注意を向けざるを得ない状況を作

り出すため，行わなければならない課題が明確に

示されると同時に 主体的に対応していかなけれ

ばならなくなる，としている。この際，援助者の

意識としては森崎（2009）のいうように関わり手

側が心を合わせるように能動的にその子を見つめ，

自ら視線を合わせようとする姿勢を常に持って関

わるような関わり手側の能動的な姿勢が求められ

る。

このような点を踏まえると 動作法においては

からだを通じたやりとりのなかで，一つの課題に

ともに取り組むことで注意を共有することが繰り

返し体験され，そうした体験が他者に対する働き
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かけの変容につ たものと考えられる

到の中では， し合うな

して行う行動や， を達成できたときに

タッチをするをどのパターン的なやりとりの

を向けあうことが影響を及ぼしたものと

えられる。

Tee.は知的発達の遅れが認め

られ，対人的な疎瀧性が｛忌いことが特赦的であっ

た。セッション前学では，身体的な過敏さに加え，

しが持ちιくいことも影響して触れられるこ

る られた。また，

りとちに盟難さを有し， Tee.がTer.かちの慌し

しきれず，唐突に触れられたような

，恐怖感を抱いたのではないかと考え

られた。しかし爵わちの核となる課題を探るな

かで，パターン的会やりとりが成立 セッ

ションの見通しを持ち始めたのではごといかと推察

された。パターン的なやりとりを行っていくなか

で，大神 (1993）の指摘する，“場の共有”会ミら“

きの共有”を経て，“博動の共害”へ至ったと考え

られ， Ter.~こ任せられることへとつながったと

えられた。このようなTee.との関わりカr, Ter. 

に対するやちとちの変化に影響を及ぼしたと考え

られた。

告関スペクトラム症児の他者に対する とし

て事森崎（2009）のいうように，動作法による身

体を直接介したやりとちを通して， Tee.は指分

わり得る存在として｛患者の存在を

きるようになっていくものと考えられる。

つまり，心を持った行為の主体としての｛患者存在

を捉えるという意味での「対人的な表象の形成J,

f認知的構造の変容jが Tee.の地者に対する働

きかけの変容に影響を及iましたのではないかと考

えられた。

また，本事務における Tee.の他者 られ

ることに対する拒否的な反応についてiえ

も影響しているものと考えられた。しかし

ながら，その背景にあるTee‘の不安な気持ちに

られた。援のも

を見出し，安心に変えていくという

作業が，五、要であると考えられる合

感覚過敏に焦点を当て本事欝を考えると，

わけ，他者に触れられることにつ

学校の時にず、っとスク…ルパスの

れた犬の首輪で足をつながれていた。勤務アレル

ギ…やアトピーがあるのでつらかったと思うが，

気づけなかった。その時から嫌がるようになった

のかも。Jと諮っていたことから， Tee.のこれま

での他者との関わちにおける経験による不安な.，嘗

動の抱きやすさが背景にあったのではないかと考

えられる。加えて 当初の見立てにもあるように

自開症の子どもが持引といわれる聴覚や，触覚と

いった感覚が人以上に敏感である〈熊本， 2012)

という特性も影響していたであろう。

こうした母親の語ちから 過去に暴力的な対車

を受けたことを誇まえてTee.の示した仔動につ

いて考えてみると ｛患者から触れられるというこ

とが，過去の否定的体験の記’震を引き出すことに

つながることもあったのではないかと誰察する。

こうした経験から全般的な不安を有してい

られる9

と不安の関採につ

lき出された記壊が嫌

ごとものであればあるほど不安になるjと述べてお

ち，記’躍を引き出すような一連の出来事が， Tee.

の不安を喚起し母親に対して噛むなどの攻撃的

な行動を引き起こした与 言ll練室から飛び出そう

としたりすることにつながったのでは

えられた。

と考

を背景に持つTee.に対して，寝入的にな

号すぎず， Tee.のもつ感覚の特畿を踏まえたう

えで，ず閃．の示す行動の接関やこころの様子を

見つめるということを意識して関わる姿勢が援助

者に対してよりー屠求められると思われた。 Tee.

の示す行動の背景を揖助者が意識

で， Tee.の不安を低減させる関わ与

わること

われ，
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Ter.に身を任せるという行動につながったものと

思われた。その結果として，他者に対するやりと

りの変化が生じたものと考えられた。
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In this report, I examined the influence of Dohsa Method's application in the psychological rehabilitation camp 

on a trainee's lobbying for others. 

This trainee had a weak point for exchanges with others, exhibited delayed intellectual development, and tended 

to be tense toward others. At the beginning, he did not respond positively when others approached him. 

However, during the training, he demanded reaction from the trainer at numerous occasions, which made me 

think that his lobbying for others has changed. 

Therefore, I aimed to devise a method to determine the relation between the trainee's lobbying and Dohsa 

Method's application. Consequently, a pattern of exchanges was found. 

In such a relation, "the joint ownership of the place" led to "affective joint ownership" after "the joint ownership 

of the movement." According to me, the application did influence his training. 

Keywords: psychological rehabilitation camp, autism spectrum disorder, exchanges 


